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　第43表 業態別体位の比較（女子）

身長 体重

年令 生産者世帯

cm
対前年増減

消費者世帯　　　生産者世帯

cm 対前年増減　kg　対前年増減

消費者世帯

kg　対前年増減

比較すると第9図のとおりで生産，消費の両世帯問に特に大きな差異は認められないが，最高血圧は生産

者世帯が僅かに消費者世帯を上回っている。

両世帯ともに40才をこえると最高血圧が急激に上昇する傾向は例年のとおりである。

最低血圧については両世帯間に目立つほどの差異は認められない。

また，性別にみても業態別の男女間で特に大きい差はみとめられない。

　C　世帯別・栄養摂取状況調査成績

　国民栄養調査では各世帯の最多収入者の職業分類によって，生産者世帯，消費者世帯，その他の世帯の

3業態に分類して集計し，業態別成績或いは全国成績として1人1日当りの平均値で示されていた。しか

し，世帯別の栄養状態は，各世帯間にかなりの差があると推定されていたにもかかわらず，その実態は明

らかにされていなかった。

　そこで，昭和37年2月調査の集計に当って，約1，000世帯の準帯別集計を行なって各世帯についての熱

量，蛋白質摂取量の世帯単位の栄養状態を明らかにすることができた。昭和38年度調査においても11月

調査の集計に当って同じく約1，000世帯について世帯別集計を行なった。

なお，これらの比較に当ってはそれぞれの実数を各世帯の家族の年令，労働条件などの要素にもとづき

成人1人1日当りに換算した数値によった。

ただし，熱量および蛋白質所要量の数値は，昭和35年栄養審議会発表の成人換算率の数値を用いた。
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　1）熱量
昭和38年度11月分においては，成人換算にもとづく全国成人1人1日当りの熱量摂取量は2，352カロリ

ーとなるが，世帯別の分布状態をみると，熱量摂取の最も少ない家庭は1，700カロリー以下しかとってお

らず，全国で5．7％，生産者世帯は9．2％，消費者世帯は4．3％もみとめられる。

　また，たくさん摂取している家庭は3，700カロリー以上とっている家庭が1．7％みられ，前回調査の1．3

％を上回っている。

第44表 成人1人1日当り熱量摂取量の分布（業態別・38年11月分） 単位＝％

熱量　Cal 総数 生産者世帯 消費者世帯

成人1人1日当り蛋白質摂取量の分布

蛋白質　　　g 総数 生産者世帯 消費者世帯

（　）内数値は37年2月成績

このように38年度調査の結果をみても熱量摂取量は各世帯間で大きな差があることがわかるのである。

また，最も分布の多いのは2，100～2，499カロリーの間で被調査世帯の34．6％でこれは前回調査の33．2％

を若干上回るものである。

　業態別にみると生産者世帯は1，700～2，099

カロリーの間が最も多く30．8％を占めており

前回に比べ摂取熱量の低い世帯が増えてい

る。

　なお，成人1人1日当り熱量所要量である

2，500カロリーに満たない世帯数は全体の

62．7％で前回調査の58．9％より多くなってい

る。

　2）　　蛋白質

％

第10図

世帯別・成人1人1日当り熱最摂取分布図

全国平均
消費者世帯

生産者世帯
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％ 世帯別・成人1人1日当り蛋白質摂取分布図

全国平均
消費者世帯
生産者世帯

次に蛋白質の成人1人1日当り摂取量は

76．7グラムで前回調査の81．0グラムより若干

減少している。各世帯の分布状況をみると最

低50グラムに満たない世帯が3・2％もあり，

反面多い方では130グラム以上とっている世

帯が2．2％あるなど，熱量以上に世帯間の差

が著しい。

最も分布の多いのは70～89グラムの間で被

調査世帯の40．6％を占め，次いで50～69グラ

ムの範囲にある世帯が31．8％となっている。

また，成人1人1日当りの蛋白質所要量70

グラムに達しない世帯が総数で35．0％，生産者世帯は36．2％，消費者世帯34．2％といずれも前回調査より

多くなっている。

D　地区の特性別にみた食生活の傾向

昭和38年度国民栄養調査の成績を地区の特性による層別に食品の摂取量を集計したところ次のような結

果が得られた。

　第45表　　　　　　　　　　　　　　　地区の特性別・食品群別摂取量　　　　　　　　　　　　単位＝g

総数　　勤め人労務者地区　漁業地区　工業地区　商業地区　農業地区

総摂取量
動物性食品計
植物性食品計

　　米
小麦

いも類

砂糖

油脂類

豆類

魚介類

肉類

卵類

乳・乳製品

緑黄色野菜
その他の野菜類

柑橘類・トマト

その他の果実類

動物性食品量

総摂取量

1）勤め人，労務者地区

勤め人，労務者世帯の多い地区の食事内容は，米の摂取量が315グラムで全国平均に比べ（－）10．2％も

低く，反面小麦は81．2グラムで全国平均を（＋）25．79％上回るなど主食の内容は他の地区に比べ洋風化の傾


